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 内側型変形性膝関節症 (osteoarthritis, OA)において, 冠状面の変形と, 大腿骨, 脛骨
の回旋角度の変形の関係に関する報告は少ない (Chang et al., 2018; Yagi, 1994). 大腿
骨, 脛骨の回旋角度が変形性膝関節症の病態に関連している可能性が考えられ, これらの
回旋角度を評価することは重要である. しかし, 下肢の回旋変形は単純 CTによる評価が一
般的である. 単純 X線において, 大腿骨と脛骨の回旋角度と関連する因子が分かれば, 単
純 X線画像から大腿骨, 脛骨の回旋角度を予測することが可能となり得る. 冠状面におけ
る下肢アライメントとして hip-knee-ankle angle(HKA)があるが, 本研究では大腿骨と脛骨
の形態に焦点を当て, 大腿骨, 脛骨の回旋角度との関係を調査した. 
また, 大腿脛骨関節の OAにおいて, tibial tuberosity-trochlear groove (TT-TG) 
distance, 膝蓋骨の外方傾斜の増加は, 膝蓋大腿関節の変性につながることが報告されて
いる (Haj-Mirzaian et al., 2018; Otsuki et al., 2016). 下肢のアライメントと膝蓋大
腿関節の OAに関する報告はあるが(Otsuki et al., 2016), 二つ目の研究では, 一つ目と
同様に, 冠状面における大腿骨と脛骨の形態に焦点を当て, TT-TG distance, 膝蓋骨の外
方傾斜の指標である patellar tilt angle との関係を調査した. 
本研究の目的は, 内側型膝 OAにおいて, 冠状面での大腿骨, 脛骨の形態と,大腿骨, 脛
骨の回旋角度の関係を調査することである. また, 二つ目の研究においては, 冠状面で
の大腿骨, 脛骨の形態と, TT-TG distance, patellar tilt angleの関係, TT-TG distance, 







り術を行った女性57例75膝を対象とした. また, 二つ目の研究では, 2011年6月から2018年
11月にかけて膝周囲骨切り術を施行した女性患者104例139膝を対象とした. 
 全例で, 術前に立位下肢長尺単純X線正面像と下肢単純CTを撮影した. X線像でHKA, 
mechanical lateral distal femoral angle(mLDFA), mechanical medial proximal tibial 
angle(mMPTA)を計測した. CT画像で, 大腿骨, 脛骨の回旋角度を計測した. 大腿骨の回旋
角度は, Reikerås et al. (1983)の方法に従い計測した. 脛骨の回旋角度は, bimalleolar 
methodにより計測した(Liodakis et al., 2012). 遠位が近位に対して外旋している場合を
正の値と定義した. 二つ目の研究において, CT画像で, TT-TG distance, patellar tilt 
angle, 膝蓋大腿関節の関節裂隙を計測した. 
 Pearsonの相関係数を用いて, HKA, mLDFA, mMPTAと大腿骨, 脛骨の回旋角度の関係を調
査した. 二つ目の研究において, HKA, mLDFA, mMPTAとTT-TG distance, patellar tilt angle





 大腿骨の内旋角度は平均12.2°±8.5°であった. 75膝のうち, 内旋が70膝, 外旋が5膝
であった. 脛骨の外旋角度は平均18.0°±7.4°であった. 75膝全例が外旋していた. 
mMPTAは大腿骨の回旋角度 (r=0.33, p=0.003), 脛骨の回旋角度 (r=-0.32, p=0.005)とそ
れぞれ相関していた. 大腿骨, 脛骨の回旋角度とHKA, mLDFAには相関を認めなった. 
 二つ目の研究において, mMPTA はTT–TG distance (r = −0.383, P < 0.01), patellar tilt 
angle (r = −0.34, P < 0.01) と相関を認めた. TT–TG distanceは patellar tilt angle
と正の相関を認めた (r = 0.476, P < 0.01). 外側のPF関節裂隙はTT–TG distance (r = 
−0.256, P = 0.002), patellar tilt angle (r = −0.205, P = 0.016)と負の相関を認めた. 
 
4.考察 
 内側型膝OAにおいて, 脛骨近位の内方傾斜が大きくなるに従い, 大腿骨の内旋角度と脛
骨の外旋角度が大きくなっていた. Yazdi et al. (2016)は死体膝を用いた研究において, 
脛骨の外旋により, 大腿脛骨関節内側の関節面の接触圧は減少し, 外側の関節面の接触圧
が増加した. 一方, 内旋により, 内側の関節面の接触圧は増加し, 外側の関節面の接触圧





また, 本研究では, mMPTAが減少すると大腿骨の内旋が増加していた. mMPTAの低下と大
腿骨の内旋は, 関節面傾斜と, 屈曲位での脛骨のアライメントを適切な位置に保つための
変化ではないかと考えた. 
 本研究の臨床的な意義として, 今後さらなる研究が必要ではあるが, 内側型膝OAにおい
て, 単純X線像における脛骨の内方傾斜から大腿骨と脛骨の回旋角度を予測できる可能性
があることである.  
二つ目の研究において, mMPTAが低下するとTT-TG distance, patellar tilt angleが増
加していた. その原因として, 脛骨近位の内反変形の変形様式により, 脛骨粗面が関節面
に対して相対的に外側へ変位するからではないかと考えた. また, TT-TG distance, 
patellar tilt angleが増加すると, 膝蓋大腿関節外側の関節裂隙が狭小化していた. これ




 内側型膝OAでは, mMPTAが小さくなるに従い, 大腿骨の内旋角度と脛骨の外旋角度が大き
くなっていた. また, mMPTAが小さくなるに従い, TT-TG distance, patellar tilt angle
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